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1 0 月 会 議

決算特別委員会 ( 土川重佳委員長 ) は、浦英明監査委員の報告から始まる

決
算
特
別
委
員
会
に
て
質
疑
が
集
中

10
月
1
日
か
ら
始
ま
っ
た
10
月
会
議
。

今
回
は
平
成
29
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
、
白
熱
し
た
質
疑
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
べ
て
全
員
一
致
で
認
定

し
て
い
ま
す
。

会
議
終
了
直
前
に
は
、
五
島
産
業
汽
船
等
の
経
営
状
況
に
関
す
る
緊
急
質
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
①

(

関
連
記
事
4
頁
～)

滞
納
町
税　

法
に
基
づ
き
欠
損
処
理

債
権
管
理
の
意
識
が
甘
い
の
で
は

決
算
特
別
委
員
会
で
は
特
に
町
税
の
不
納
欠
損
な
ど
の
債
権
管
理
事
務
に
対
す
る

質
疑
が
集
中
。

処
理
は
適
法
で
あ
る
も
の
の
、
よ
り
的
確
で
機
能
的
な
債
権
管
理
を
す
る
よ
う
、

町
長
に
対
す
る
「
決
議
」
を
全
員
一
致
で
可
決
し
て
い
ま
す
。

(

関
連
記
事
3
頁)

「
決
算
認
定
」
と
は
、
議
会
が
決
め
た
予
算
が
、
そ
の
趣
旨
と
目

的
に
従
っ
て
正
し
く
、
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
審
査
結
果
は
、
そ
の
後
の
予
算
編
成
な
ど
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

「
決
議
」
と
は
、
重
大
な
こ
と
が
ら
に
対
し
、
議
会
と
し
て

の
意
思
表
示
を
行
う
も
の
で
す
。

法
的
な
根
拠
や
強
制
力
は
な
く
、
道
義
的
な
効
力
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
議
会
と
し
て
の
明
確
な
意
思
の
表
明
で
す
。

※
②

※
①

町
長
に
対
し
「
決
議
」
を
提
出

※
②
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徴収できない　932 万円

　通常、納期限までに税金が納付されない時は督促をし、次に滞納処分を行
うことになります。
　滞納処分とは差押えなどを行うことですが、滞納者に財産がない場合や生
活保護の適用を受けた場合などは処分は行われなくなり ( 執行停止 )、それ
が 3 年間続くと納税義務はなくなります。 
　滞納者が死亡し相続人の財産がない場合や、滞納している法人が廃業し、
事実上事業の再開が見込まれない場合などには、その時点で滞納処分は行わ
れなくなり、納税義務はなくなります。
　滞納した税には 5 年の時効があり、差押えや分割納付、納付延長の誓約
書などにより時効は中断しますが、これらの手続きをしていない場合、5 年
経過すると納税義務はなくなります。

( 主な質疑 )

問　

昨
年
に
は
な
い
不
納
欠

損
が
出
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

3
年
前
に
滞
納
分
を
精

査
し
、
執
行
停
止
し
た
も
の

を
今
回
不
納
欠
損
処
理
し
た

た
め
。

問　

件
数
と
理
由
は
。

答　
固
定
資
産
税
で
は
2
名

で
8
件
。
法
人
が
廃
業
し
た

た
め
と
滞
納
者
が
死
亡
し
、

相
続
人
が
財
産
放
棄
し
た
た

め
。

問　

も
っ
と
厳
し
く
、
強
制

的
に
も
回
収
で
き
な
か
っ
た

の
か
。
努
力
し
た
の
か
。

答　

ル
ー
ル
ど
お
り
に
対
応

し
た
が
、強
制
は
で
き
な
か
っ

た
。　

問　

ま
だ
滞
納
は
あ
る
の
か
。

答　

大
口
の
滞
納
分
は
今
回

の
処
理
で
い
く
ら
か
解
消
さ

れ
た
。

　

ま
だ
未
納
は
あ
る
が
、
預

貯
金
調
査
を
す
る
な
ど
、
減

ら
す
努
力
を
し
て
い
る
。

納税は国民の義務です。
けれど、いろいろな事情で支払えない人がいることも事実です。

税の公平性からも、滞納に対する担当者の意識をより高めると
ともに、債権管理マニュアルを整備するなど、これからも滞納
に関する事務手続きを的確に行うよう「決議」を町長に提出し
ました。

( 町税 352 万円＋国保税 580 万円 )

一般会計と国民健康保険事業特別会計の中で、「不納欠損」が計上されました。

不納欠損とは、歳入に予定した金額が何らかの理由で徴収できず、今後も徴収の見込み

がたたない場合、その徴収をあきらめることです。

ただしその手続きは、厳格かつ適正に行わなければなりません。

小値賀町議会だより第 105 号（3）



平 成 2 9 年 度 　 決 算 審 査
決算特別委員会での主な質疑

【一般会計】

漂着ごみの処理費用　国に強く求めては

他の離島と一緒に国に要望を続ける

問　

漂
着
ご
み
の
量
は
。
処

理
費
用
を
国
に
も
っ
と
強
く

求
め
て
は
ど
う
か
。

答　

町
内
44
か
所
で
調
査
し

た
結
果
、
町
全
体
で
推
定

６
４
．
７
ト
ン
。

 

お
よ
そ
8
割
が
外
国
か
ら
の

漂
着
ご
み
と
思
わ
れ
る
。

　

補
助
率
も
下
が
っ
て
お
り
、

他
の
離
島
と
一
緒
に
国
に
要

望
を
続
け
て
い
き
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

と
返
礼
品
の
額(

割
合)

は
。

答　

28
年
度
よ
り
11
件
減
っ

て
32
名(

約
１
０
０
万
円)

。

　

返
礼
は
金
額
に
か
か
わ
ら

ず
一
律
３
０
０
０
円
程
度
だ
。

問　

結
婚
祝
い
金
は
、
式
を

町
内
で
挙
げ
れ
ば
増
額
す
る
、

な
ど
す
れ
ば
、
地
元
の
経
済

効
果
も
高
く
な
る
の
で
は
。

答　

検
討
す
る
。 横山弘藏議員

問　

図
書
館
の
有
効
利
活
用

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

図
書
館
協
議
会
の
ア
イ

デ
ア
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

連
携
し
て
親
子
で
楽
し
め
る

よ
う
な
行
事
も
行
っ
て
い
る
。

　

専
門
書
や
値
段
の
高
い
本

は
県
と
も
連
携
し
て
対
応
し
、

む
し
ろ
子
ど
も
が
利
用
し
や

す
い
方
向
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

問　

「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
へ
の
加
入
は
必
要

か
。
見
直
す
考
え
は
。

答　

ブ
ラ
ン
ド
力
や
宣
伝
効

果
は
あ
る
。

　

今
後
は
事
業
評
価
を
行
っ

て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

問　

葬
祭
場
の
点
検
は
行
っ

て
い
る
か
。

答　

炉
の
専
門
業
者
が
年
に

一
度
点
検
し
、
そ
の
結
果
に

よ
り
翌
年
度
の
予
算
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。

問　

町
が
貸
し
出
し
て
い
る

イ
ノ
シ
シ
除
け
の
電
気
牧
柵

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

答　

個
人(

2
人
以
上)

で
設

置
す
る
場
合
の
本
体
の
購
入

費
を
町
が
補
助
す
る
や
り
方

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

補
助
率
の
見
直
し
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。宮崎良保議員

白浜海岸　　海に国境はありません

問　

斑
島
で
養
殖
し
て
い
る

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
商
品
化
は
。
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ビジターセンターのトイレは常時開放を

関係者の意見を集約していきたい

末永一朗議員

問　

野
崎
島
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
を
い
つ
で

も
使
え
る
よ
う
解
放
で
き
な

い
か
。

答　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

運
用
は
「
は
ま
ゆ
う
」
の
運

航
時
間
に
合
わ
せ
て
お
り
、

そ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
し
て
い

る
。

　
「
は
ま
ゆ
う
」
以
外
の
観
光

客
に
ど
こ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
す

れ
ば
い
い
の
か
、
関
係
者
の

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
集
約
し

て
い
き
た
い
。

問　

ス
マ
ー
ト
放
牧
の
現
状

は
。　

答　

計
画
放
牧
頭
数
15
頭
に

対
し
、
現
在
は
9
頭
。

　

平
成
30
年
度
で
実
証
実
験

は
終
わ
る
が
、
こ
の
取
り
組

み
に
意
欲
が
あ
る
人
が
出
て

く
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

問　

松
く
い
虫
対
策
と
し
て

の
緩
衝
地
帯
の
考
え
方
は
。

答　

県
は
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
幅
で
緩
衝
地
帯
を
、と
言
っ

て
い
る
が
、
効
果
は
疑
問
だ
。

　

今
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

予
防
的
な
伐
採
が
で
き
な
い

か
県
と
調
整
を
し
て
い
る
。

問　

松

枯

れ

サ

ミ
ッ
ト
な
ど
を
開

い
て
、
も
っ
と
状

況
を
発
信
し
て
は

ど
う
か
。

答　

被
害
を
宣
伝

す
る
こ
と
に
な

り
、
観
光
面
で
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て

し
ま
う
恐
れ
も
あ

る
。

問　

藻
場
再
生
の
取
り
組
み

は
。

答　

ガ
ン
ガ
ゼ
の
駆
除
や
藻

場
を
ネ
ッ
ト
で
囲
う
な
ど
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

多
年
生
の
大
型
の
藻
は
な

か
な
か
生
え
な
い
が
、
小
さ

な
藻
は
生
え
て
き
て
お
り
、

こ
の
活
動
は
広
げ
て
い
き
た

い
。

問　

斑
島
で
養
殖
し
て
い
る

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
商
品
化
は
。

答　

大
き
さ
の
ば
ら
つ
き
な

ど
も
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け

早
く
商
品
化
し
た
い
。

問　

観
光
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
今

後
の
方
針
は
。

答　

町
内
出
身
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
従
事
す
る
予

定
。

　

実
施
体
制
や
漁
場
の
利
用

な
ど
の
調
整
を
進
め
る
。

問　

老
朽
危
険
家
屋
が
見
受

け
ら
れ
る
。
早
く
対
応
し
な

い
と
危
な
い
。

答　

見
回
り
を
し
て
危
険
な

家
屋
に
は
文
書
を
出
し
、
理

解
も
得
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

問　

野
崎
島
の
廃
屋
も
崩
れ

か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。

答　

野
崎
島
は
町
の
資
産
で

も
あ
る
が
、
ま
ず
は
安
全
が

一
番
大
事
だ
。

　

今
後
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

朽ちてゆく美しさもありますが、まずは安全第一で
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平 成 2 9 年 度 　 決 算 審 査
決算特別委員会での主な質疑

【特別会計】

国民健康保険事業

問　不納欠損が多額 (約 580 万円 )だが、その内訳は。

答　平成 3 年からのものも含め 6 名で 150 件。

問　不納欠損が発生する前に地方税を回収する機構を利用しなかったのはなぜか。

答　かつて機構を利用したことはあるが、それは債権の回収についてで、不納欠損とは
関係ない。

問　不納欠損に至るまでの手続きはしっかりやったのか。

答　滞納が発生すると督促状を発送し、電話催告や財産調査を行っている。
それでも入らない場合は、納税相談や分納誓約書をとって納税を促している。

問　回収する機構では研修会も開いているが、参加しているのか。

答　年に数回の研修には参加している。県北振興局に 2 年間派遣された職員もいて、
その知見を活かして処理を行っている。

問　未収額(約1690万円)は不納欠損になってしまうのか。

生活保護認定などで新たに発生する可能性はある。
答　執行停止して 3 年経過したものは今はない。

簡易水道事業

問　有収率は 86.2 パーセントのようだが、もう少し上げられないか。

答　老朽化した水道管を更新したいが、数量的に補助事業にはならな
いため、漏水箇所を補修することで有収率を上げようとしている。

※①

問　漏水箇所を見つけるのは難しいのでは。

答　夜中に、漏水がありそうな箇所を、現場を歩く係とデータを
見る係とに分かれ、連絡を取りながら発見し、修繕をしている。

有収率とは、供給した配水量のうち、水道料
金の対象となった水量の割合。
１００パーセントに近いほど効率の良い水道
事業と言えます。

松屋治郎議員

※①
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渡船事業

問　郵便物航送収入が当初予算より大きく増えた理由は。

答　ミスにより昨年度分の収入が今年度に計上されたため。
問　そのようなミスを防ぐ対策は。

答　郵便局と町で受渡し個数の管理をし、情報を共有するようにした。

問　「第 3はまゆう」の売却について。

答　3 月 15 日に入札。応札 4 件。最低額は約
150 万円。落札額は約 502 万円。

国民健康保険診療所

問　ジェネリック医薬品の普及に努めているか。

答　厚労省式で計算すると 44 パーセント近くが
ジェネリックだ。
降圧剤を中心に、在庫が無くなり次第ジェネリッ
クに交換するなど、普及に積極的に取り組んでい

下水道事業

問　下水道の接続率は。

答　平成 29 年 3 月末で 76 パーセント、30 年 3 月末で 77.3 パーセント。
問　その接続率で採算ラインにのるのか。

答　100パーセントになっても経営は安定しない。下水道使用料金を上げるしかない。

介護保険事業

問　昨年度よりは減っているが未収金が約 90 万円ある。

答　年金からの引落としではなく、納付書による普通徴収で支払えないケースが出ている。
ひんぱんに訪問するなど、徴収の努力をしている。

後期高齢者医療事業

問　未収金が約 23 万円ある。

答　普通徴収での未納は 5 件。生活が苦しいこともあり、分納していただいている。

今田光弘議員

緊急質問会
期
中
、
五
島
産
業
汽
船
な
ど
の
航
路
が
、

会
社
都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
運
休
す
る

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

寝
耳
に
水
の
緊
急
事
態
で
も
あ
り
、
現
状
と

町
長
の
考
え
に
つ
い
て
緊
急
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

問　

今
田
光
弘
議
員

　

小
値
賀
と
有
川
を
結
ぶ
航
路
の
利
用

客
が
増
え
つ
つ
あ
る
中
で
、
突
然
の
運

休
に
驚
い
て
い
る
。

　

現
時
点
で
の
詳
し
い
状
況
を
伺
う
。

答　

西
浩
三
町
長　

　

8
月
ま
で
に
約
２
０
０
０
人
の
利
用

者
が
い
た
が
、
突
然
の
こ
と
で
町
も
報

道
以
上
の
情
報
は
持
っ
て
い
な
い
。
で

き
れ
ば
復
活
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
田
議
員

　

運
航
本
数
を
増
や
す
た
め
の
補
助
金

を
今
年
度
町
は
出
し
て
い
る
が
、
ど
う

な
る
の
か
。

答　

松
尾
幸
治
理
事　

　

年
間
の
委
託
契
約
に
な
っ
て
い
る
。

相
手
方
と
の
連
絡
が
今
は
取
れ
な
い
状

態
だ
。
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る。



9 月 会 議
平成 30 年 9 月 18 日開催

過
疎
地
域
で
の
自
立
を
促
進
す
る
計
画
の
一
部
変
更
を
全
員
一
致
で
可
決
。

2
つ
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
も
全
員
一
致
で
賛
成
、
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
は
一
般
会
計
と
診
療
所
の
特
別
会
計
と
も
、
す
べ
て
全
員
一
致
で
可
決
。

教
育
長
と
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
も
全
員
が
同
意
し
て
い
ま
す
。

教
育
長
に
吉
元
勝
信
氏　

(

再
任)

教
育
に
対
し
て
、
町
民
皆

様
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

微
力
で
す
が
、
1
期
目
の

経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、

教
育
発
展
の
た
め
に
一
生

懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に
は　

浦
い
せ
子
氏(

新
任)

小
値
賀
町
の
教
育
の
た
め

に
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り

ま
す
。

担当者

利
用
者
に
配
慮
し
て
工
事
す
る

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

浴室や多目的室の改修工事です

問　

予
定
価
格
と
落
札
価
格
、

落
札
業
者
と
落
札
率
は
。

答　

予
定
価
格
５
８
５
０
万

円
、
落
札
価
格
５
８
０
０
万

円
。

　

落
札
者
は
株
式
会
社
友
建

設
で
、
落
札
率
は
９
９
．
１

パ
ー
セ
ン
ト
。

問　

工
事
費
の
内
訳
は
。

答　

空
調
設
備
４
０
０
０
万

問　

工
期
と
利
用
者
へ
の
影

響
は
。

答　

来
年
1
月
半
ば
頃
ま
で

の
１
２
０
日
間
。

　

利
用
者
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
工
事
を
進
め
た
い
。

担当者建物の沈下は大丈夫だ
診療所建設用地造成工事

補正予算を可決　工事が始まっています

問　

予
定
価
格
と
落
札
価
格
、
落
札
業
者
と
落

札
率
は
。

答　

予
定
価
格
８
３
５
０
万
円
、
落
札
価
格

７
４
５
０
万
円
。

　

落
札
者
は
株
式
会
社
堀
内
組
で
、
落
札
率
は

８
９
．
２
パ
ー
セ
ン
ト
。

問　

工
期
は
い
つ
ま
で
か
。

答　

来
年
3
月
末
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

埋
め
立
て
の
深
さ
や
高
さ
は
大
丈
夫
か
。

答　

防
災
面
を
考
慮
し
、
現
在
の
道
路
の
高
さ

と
同
じ
海
抜
約
10
メ
ー
ト
ル
ま
で
埋
め
立
て

る
。

　

埋
め
立
て
の
深
さ
は
平
均
で
4
～
5
メ
ー
ト

ル
に
な
る
が
、
支
持
層
ま
で
杭
を
打
つ
の
で
、

建
物
の
沈
下
は
大
丈
夫
だ
と
考
え
て
い
る
。
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円
、
換
気
設
備
３
０
０
万
円
、

照
明
設
備
３
０
０
万
円
、
そ

の
他
工
事
が
１
４
０
０
万
円

（
い
づ
れ
も
概
算
）
だ
。



平成 30 年度一般会計補正予算

主な内容

公園遊具の修繕費として 1600 万円を上乗せ

西町公園や斑島公園のブランコやシーソー、大島分校のブランコなどの解体撤去や設置費用。
赤浜自然公園の遊具は危険な状態のため、撤去してアスレチック遊具を計画へ。

牛舎整備費用として 1億 2221 万円を新たに計上   

農業経営改善事業として 2 件の牛舎整備費用を補助。
町と本人の負担が 18.25％で、残りは国と県の補助。償還が終われば本人のものに。

枯れた松の伐採等の費用に 6900 万円を新たに計上   

答　できるだけ早く手続きを進めたい。
問　いつからとりかかるのか。

問　今後、費用が追加になる可能性は。

答　去年の 2 倍くらいの被害量と思われ、1 ～ 2 年では終わらず追加の可能性はある。
県にも国にも追加の補助を働きかけている。

問　松枯れ対策は他に考えているか。

答　今までのやり方（防除と伐倒駆除）だけでなく総合的な対策が必要だと思っている。
県の意見や専門家のアドバイスを取り入れながら、対策をまとめていきたい。

答　再生も必要だが、まずは切ることを優先している。
町民を巻き込んでの植林や、本当に松でいいのか、他に何かあるか検討していきたい。

2 億 2070 万円増額　34 億 5980 万円に

平成 30 年度特別会計補正予算

国保診療所事業（第 1号）

常勤医師 1 名のため、11 月末まで支援していただく医師への謝礼金など。

329 万円増額　4億 2029 万円に

小値賀町議会だより第 105 号（9）

問　もっと早く対処できないのか。再生は。



シリーズ突 撃 取 材 　 　 　 2 回 目

～小値賀ファンを増やしたい～

観光客にも人気の「おと家」

昨年くらいから、町内に新しいお店がいくつかオープンし、少し町に活気が戻ってきたよう
な気がしませんか。
起業や事業拡大などで雇用の場を増やす取り組みをする意欲がある人に、国・県・町が補助
金を出し、そのお手伝いをしています。
今回はそのうちのひとり、ベベンコビッチ ( 大口久 ) さんが営む「おと家」です。

観
光
客
ニ
ー
ズ
を

　

特
に
観
光
客
に
喜
ば
れ
て

い
る
「
赤
浜
月
見
ち
ゃ
ん
ぽ

ん
」
や
、「
地
魚
の
漬
け
丼
」。

　

挽
き
た
て
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

飲
み
物
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

時
間
帯
で
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
、
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
ナ
イ

ト
タ
イ
ム
に
分
か
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
め
る
お

店
で
す
。

お店の 2階　こんな素敵な時間と空間を利用することができます

小値賀町議会だより 105 号（10）

バッコー♪　バッコー♫

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
楽
曲
を
演

奏
し
な
が
ら
、
音
楽
も
観
光

の
素
材
に
活
用
さ
れ
て
い
る

ベ
ベ
ン
コ
ビ
ッ
チ
さ
ん
。

　

町
の
活
性
化
の
た
め
に
も

い
ろ
い
ろ
活
躍
さ
れ
て
い
る

の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お

り
で
す
。

　

小
値
賀
フ
ァ
ン
を
増
や
せ

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
た
い
と
の
お
話
で
し
た
。

　

空
家
を
改
修
し
た
食
堂
カ

フ
ェ
で
、
地
元
の
食
材
を
使

い
、
町
内
だ
け
で
な
く
観
光

客
に
も
人
気
の
お
店
で
す
。

　

お
昼
に
食
事
が
で
き
る
お

店
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
本

当
に
助
か
る
と
い
う
声
も
よ

く
耳
に
し
ま
す
。

　

日
曜
日
も
営
業
し
、
２
階

に
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
な
ど
、
観
光
客
ニ
ー
ズ

に
も
対
応
し
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
値
賀
フ
ァ
ン
を

真ん中がベベンコビッチさん



この概要版は、いざという時のために、ふだんから知
っておきたいことが書かれています。
よく読んで、防災に関心を持つとともに、地域防災の
向上に役立ててほしいと思います。

　
災
害
時
に
は
自
助
・
共
助
・

公
助
が
連
携
し
、
一
体
と
な

る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
、
早

期
の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
値
賀
町
は
離
島
で
あ
り
、

ま
た
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
み
消
防
団
員
の
確
保

も
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識

を
高
め
、
ま
ず
は
、「
自
分
の

生
命
や
財
産
は
自
分
で
守
る
」

こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

防
災
の
基
本
は
、
ま
ず
は

「
自
助
」
か
ら
で
す
。

　
「
自
助
」
と
は
、
家
庭
で
日

頃
か
ら
災
害
に
備
え
た
り
、

災
害
時
に
は
事
前
に
危
険
を

判
断
し
て
避
難
し
た
り
す
る

な
ど
、
自
分
の
身
体
や
財
産

は
自
分
で
守
る
こ
と
。

ま
ず
は

「自
助
」
か
ら

防 災 を 考 え る

近
年
、
地
震
や
津
波
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
天
災
が
増
え
、
想
定
を
超
え
る
よ
う
な
大
き

な
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

「
小
値
賀
町
地
域
防
災
計
画
」
は
平
成
29
年
4
月
に
作
成
さ
れ
、
そ
の
概
要
版(

下
の
写
真)

が
全
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
共
助
」
と
は
、
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
り
、

安
全
確
保
の
た
め
、
周
り
の

人
た
ち
と
相
互
に
助
け
合
う

こ
と
。

　
「
公
助
」
と
は
、
役
場
や
消

防
、
警
察
な
ど
に
よ
る
救
助

活
動
や
支
援
物
資
の
提
供
な

ど
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を

保
護
す
る
公
的
な
支
援
の
こ

と
。

　

議
会
で
も
、
防
災
意
識
を

高
め
、
災
害
時
に
少
し
で
も

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
消

防
署
の
協
力
を
得
て
、
心
肺

停
止
時
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
実
地
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
委
員
会
を
中

心
に
防
災
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
重
ね
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
安
心
と
安
全
に
つ
な
が

る
よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

被害をできるだけ小さくする「減災」の取り組みも必要です
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議会が町の未来を決めます
議 員 の な り 手 不 足 を 考 え る  　 　 　 2 回 目シリーズ

全
国
の
町
村
議
会
で
、
議
員
の
な
り
手
が
少
な
い
と

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
値
賀
町
で
も
、
多
様
な
町
民
の
声
を
生
か
す
た
め
、

若
者
や
女
性
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や

生
き
方
の
議
員
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
号
で
は
議
員
の
仕
事
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
号
は
「
議
会
」
に
つ
い
て

で
す
。

　

議
会
が
何
を
し
よ
う
が
し

ま
い
が
自
分
に
は
ま
っ
た
く

関
係
な
い
、
議
会
な
ん
て
必

要
な
い
、
と
考
え
て
い
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
違
い
ま
す
。

　

議
会
に
は
、
と
て
も
大
切

な
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
役

割
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
暮
ら
す
人
が
心
地

よ
く
住
め
る
よ
う
、
町
は
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
医
療
や

福
祉
、教
育
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
計
画
や
ル
ー
ル
作
り
な

ど
が
必
要
と
な
り
、
課
題
や

問
題
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

本
来
は
町
民
の
皆
さ
ん
が

一
堂
に
集
ま
っ
て
話
し
合
い
、

そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
の

が
ベ
ス
ト
で
す
が
、
現
実
的

に
そ
れ
は
な
か
な
か
困
難
で

す
。

独
立
・
対
等
で

　

そ
こ
で
、
町
長
と
議
員
を

選
挙
で
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
執

行
機
関
と
町
民
の
代
表
者
が

独
立
・
対
等
の
関
係
で
解
決

に
向
か
う
、
そ
れ
が
議
会
な

の
で
す
。

　

で
は
実
際
に
議
会
は
何
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

議
会
に
は
町
の
大
事
な
こ

と(

町
の
意
思)

を
決
め
る
と

い
う
、
と
て
も
大
き
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。

　

予
算
や
決
算
、
条
例
の
制

定
や
改
廃
、
町
が
締
結
す
る

契
約
や
財
産
の
取
得
な
ど
、

町
の
大
事
な
こ
と
に
つ
い
て

町
の
意
思
を
決
め
る

提
案
す
る

　

議
員
は
条
例
の
制
定
な
ど

を
提
案
し
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
政
策
決
定
の

意
思
を
表
す
た
め
、
議
案
の

提
案
な
ど
も
行
い
ま
す
。

議会が小値賀町の意思を決定します
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審
査
・
審
議
し
ま
す
。

　

議
員
は
意
見
を
出
し
合
い
、

討
論
し
、
合
議
制
で
す
か
ら

最
終
的
に
は
多
数
決
で
そ
の

可
否
を
決
め
ま
す
。

　

議
会
が
ノ
ー
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
小
値
賀
町
の
意
思
と

し
て
ノ
ー
に
な
り
ま
す
。

意
見
を
表
す

　

国
や
県
な
ど
に
対
し
、
公

益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

意
見
書
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

(

左
頁
上
に
続
く)



調
査
す
る

　

町
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

関
す
る
調
査
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
者
の
出
頭
や

証
言
、
記
録
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

監
視
す
る

　

一
般
質
問
や
審
査
・
審
議

な
ど
を
通
し
て
執
行
機
関
を

監
視
・
評
価
し
、
そ
の
独
走

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
小
値
賀
町
議
会
の

議
員
定
数
は
8
。

　

議
会
の
役
割
の
大
き
さ
に

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か

か
る
こ
と
も
、
責
任
の
重
さ

を
痛
感
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
分
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
る
の
が
議
員
の
仕

事
で
す
。

　

次
の
選
挙
は
来
年
４
月
14

日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

小
値
賀
町
の
未
来
を
決
め

る
、
あ
な
た
の
声
、
あ
な
た

の
情
熱
が
必
要
で
す
。　

　

以
上
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
議
員
が
町

民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
考
え
、

議
論
す
る
こ
と
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
な
り
、
住
み

良
い
町
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

ト ピ ッ ク ス
光回線がやってくる

来春からサービス開始予定
　

小
値
賀
町
で
の
現
在
の
通

信
環
境
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
す
が
、

光
回
線
の
通
信
速
度
は
そ
の

千
倍
以
上
速
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

快
適
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

環
境
に
よ
り
、
生
活
環
境
は

向
上
し
、
島
外
と
の
交
流
や

観
光
関
連
産
業
、
産
品
販
売
、

医
療
環
境
に
も
大
い
に
役
立

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

議
会
は
こ
れ
ま
で
整
備
の

必
要
性
を
主
張
し
て
き
ま
し

た
が
、
町
は
財
源
な
ど
の
見

通
し
が
立
た
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
先
延
ば
し
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
般
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と

小
値
賀
町
は
、
光
回
線
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

す
で
に
作
業
は
始
ま
っ
て

お
り
、
来
年
4
月
頃
か
ら
、

本
土
並
み
の
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

九州商船　新船フェリー「いのり」
　　総トン数　約 1400 トン (645 トン )
　　全長　　　約 80 メートル (59.5 メートル )
　　旅客定員　432 人 (400 人 )
　　航海速力　約 16.0 ノット (14.9 ノット )
　　搭載能力　乗用車 41 台 (22 台 )
　　　　　　変更の可能性あり　(　) 内は「なるしお」
バリアフリー対応　エレベーターあり　Wi-Fi 完備

新船フェリー起工式へ
就航は来年４月を予定

運
航
ダ
イ
ヤ
は
今
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
そ
う
で
す

10 月 29 日 (予定 )
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出 前 議 会
出
前
議
会
は
「
開
か
れ
た
議
会
」、「
町
民
と
共
に
歩
む
議
会
」
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
す
。

議
会
の
報
告
会
と
意
見
交
換
会
を
兼
ね
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
、
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
17
の
地
区
で
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
予
算
の
仕
組
み
や
今

年
度
の
主
な
事
業
な
ど
に
つ

い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
議
会
で
取
り
組

ん
で
い
る
課
題
の
う
ち
、

①
航
路
問
題

②
診
療
所
建
て
替
え

③
議
会
改
革

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
、
最
後
に
各
地
区
の
問
題

や
町
全
体
の
課
題
な
ど
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

●
松
を
伐
採
し
た
の
で
風
が

当
た
る
。
早
く
育
つ
木
を
早

く
植
え
て
ほ
し
い
。

●
道
路
に
段
差
が
あ
っ
て
バ

イ
ク
の
運
転
に
支
障
が
あ
る
。

●
船
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
、
バ
ス
の
時
刻
も
変
更
し

て
ほ
し
い
。

●
公
衆
ト
イ
レ
の
便
器
を
洋

式
に
変
更
で
き
な
い
か
。

●
地
区
放
送
が
聞
き
取
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
防
災
無
線

の
家
庭
用
の
子
機
と
連
携
で

き
な
い
か
。

●
ゴ
ミ
集
積
所
が
斜
め
で
使

い
に
く
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
積

ん
で
ほ
し
い
。。

●
児
童
遊
具
が
使
用
停
止
に

な
っ
て
い
る
。
修
理
し
な
い

の
か
。

●
嘱
託
職
員
が
辞
め
る
の
は

手
当
の
額
が
低
い
か
ら
で
は

な
い
の
か
。

●
墓
所
な
ど
の
松
が
伸
び
、

松
葉
が
落
ち
て
大
変
だ
。
伐

採
し
て
ほ
し
い
。

●
観
光
客
が
来
て
も
残
す
の

は
ゴ
ミ
だ
け
。
お
金
が
落
ち

る
仕
組
み
を
。

　

こ
の
よ
う
に
、
出
前
議
会

で
は
町
全
体
の
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
各
地
区
の
こ
と
や
身

近
な
問
題
や
提
案
を
い
ろ
い

ろ
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

内
容
に
よ
っ
て
は
役
場
の

担
当
課
に
報
告
し
、
回
答
を

い
た
だ
い
て
各
地
区
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
参
加
者
は
昨
年
よ

り
大
き
く
減
っ
て
１
７
９
人
。

　

町
政
や
議
会
に
対
す
る
関

心
の
薄
さ
が
数
字
に
表
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
次
回
、
皆
さ
ん
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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貨 物 船 を 便 利 に

商工会が運航会社に要望
　議会も引き続き強く働きかけへ

平成 28 年 5 月から不便が続いています

貨
物
船
「
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
」
は
、
以
前
は
佐
世
保
市
内
の
港
が
起
点
で
し
た

が
、
港
の
使
用
が
不
許
可
に
な
り
、
現
在
は
長
崎
市
内
の
港
が
起
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

小
値
賀
町
と
宇
久
の
商
工
会
は
合
同
で
9
月
、
貨
物
船
の
運
行
航
路
を
以
前
の

状
態
に
戻
す
こ
と
と
、
フ
ェ
リ
ー
の
ド
ッ
ク
期
間
中
は
高
速
船
に
貨
物
を
積
め

る
よ
う
、
運
航
会
社
の
九
商
マ
リ
ン
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
要
望
し
ま
し
た
。

佐世保の高速船のさん橋通路　　歩くのにも苦労します

佐
世
保
市
の
対
応
は

　

起
点
が
変
わ
っ
た
こ
と
と

一
週
間
の
便
数
が
減
っ
た
こ

と
で
、
商
工
業
者
は
と
て
も

不
便
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

島
民
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響

が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

　

会
社
側
は
、
佐
世
保
市
内

の
港
の
使
用
許
可
を
求
め
て

市
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
厳
し
い
状
況
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

市
と
は
こ
れ
か
ら
も
協
議

を
続
け
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

商
工
会
と
し
て
は
こ
の
ま
ま

見
通
し
が
立
た
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
起
点
を
平
戸
に
変
更

で
き
な
い
か
な
ど
の
意
見
を

出
し
ま
し
た
。

さ
ん
橋
の
改
良
を

　

高
速
船
へ
の
貨
物
の
積
み

込
み
に
つ
い
て
は
、
佐
世
保

の
さ
ん
橋
通
路
が
急
こ
う
配

の
た
め
、
こ
れ
が
改
良
さ
れ

な
い
限
り
無
理
と
の
こ
と
。

　

商
工
会
と
し
て
は
、
小
値

賀
町
を
通
し
て
佐
世
保
市
に
、

さ
ん
橋
の
改
良
工
事
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

新
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

さ
ん
橋
を
利
用
す
る
案
も
出

し
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
以
前
か
ら
強
い
危
機
感
を

持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
立
場
に
立
ち
、
貨

物
輸
送
の
全
体
的
な
効
率
化

を
求
め
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
に
も
強
く
働
き
か
け
る

な
ど
、
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
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泣く子は育つ !

編集後記
　
平
成
の
時
代
も
あ
と

半
年
足
ら
ず
と
な
り
ま

し
た
。

　

昭
和
か
ら
平
成
に
変

わ
っ
た
の
は
す
ぐ
こ
の

前
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
い
つ
の
間
に
か

30
年
。

　

そ
の
頃
生
ま
れ
た
人

は
今
30
歳
。
自
分
の
歳
も
30
増

え
た
は
ず
で
す
が
、
あ
ま
り
実

感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
の
初
め
の
頃
、
小
値
賀

町
の
人
口
は
約
４
７
０
０
人
。

　

今
は
２
４
６
０
人
く
ら
い
で

す
か
ら
、
30
年
間
で
ほ
ぼ
半
分

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、

次
の
30
年
後
に
は
小
値
賀
町
は

い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
時
代
に
自
分
は
も
う
い

な
い
か
ら
、
で
は
な
く
、
次
の

世
代
が
こ
の
素
晴
ら
し
い
小
値

賀
町
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

真
剣
に
考
え
る
時
が
来
て
い
ま

す
。

　

編
集
委
員
長　

今
田
光
弘

広報常任委員会　編集会議の様子
印刷以外はすべて自分たちで作っています

親しんでいただける議会だよりを目指しています

　 「ちいき本棚」　
小値賀町議会だより 小値賀町議会 Facebook

次回の定例月会議は 11 月 29 日（木）からの予定です。
一般質問も予定されています。
師走の足音が近づき寒さも増す頃ですが、ぜひ一度、議員の姿や議会の生の様子をご覧ください。
定例会議だけでなく、ふだんの委員会や全員協議会も傍聴することができます。

10
月
14
日
の
笛
吹
の
お
祭
り
。

小
浜
町
の
最
後
尾
で
が
ん
ば
っ
て
踊
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
。

子
ど
も
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
い
つ
も
笑
顔
が
生

ま
れ
ま
す
。

踊
り
の
グ
ル
ー
プ
が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す

が
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
良
い
一
日
で
し
た
。

( 表紙の写真 )

編　　　集　小値賀町議会　広報常任委員会

発行責任者　小値賀町議会議長

電　　　話　0959-56-3111
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